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5 段階警戒レベルについて

※内閣府（ 防災担当）・ 消防庁チラシより 一部抜粋

防災無線でサイ レン を

3 回鳴ら し ます。

防災無線でサイ レン を

2 回鳴ら し ます。

災害発生

又は切迫

災害の

おそれ高い

災害の

おそれあり

気象状況悪化

今後気象状況

悪化のおそれ

住民の皆さ まが、 「 自分の生命は自分で守る」 と いう 意識のも と 、 自主的な避難

を行う ために、 避難情報等を ５ 段階の警戒レベルにより提供します。日頃からいざと

いう 時に備えて、災害時の取るべき行動の確認をお願いします。

1

≪行政機関の活動≫

◆備蓄品の整備、管理

◆人命救助、復旧、復興

◆自助・ 共助への支援

～地域の皆さ んで互いに助け合う ～

◆自主防災組織

◆防災訓練の参加

◆地域に住む要配慮者への支援

地震や洪水、台風等の自然災害による被害を 最小限に抑えるためには、自分の生命は自分で守る「 自助」、地域で助

け合う「 共助」、行政の救助・ 支援「 公助」の取り 組みが必要です。

大規模災害時では、公助の機能に限界があり ますので、「 自助・ 共助・ 公助」が連携すること により 、住民と 行政が

一体と なって地域防災力を高めること が重要と なり ます。

いざと いう 時に備え、自分の住むまちの災害による危険性を知り 、適切な行動ができるよう 日常的に防災を意識し

ましょ う 。

はじ めに

～自分の生命は自分で守る～

◆自宅の耐震化や家具類の

転倒防止対策等

◆災害情報の収集

◆食料・ 飲料等の備蓄

自助 共助

公助

みんなで取り 組む

災害に強いまちづく り
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□ 家の中で一番安全な場所

□ 家族一人ひとり の役割分担

　 ・ 安否確認、非常持出品・ 備蓄品のチェッ ク、避難経路の

確保、隣近所への連絡など

□ 避難場所、避難経路

　 ・ 自宅と 避難場所を確認し 、マッ プに描き入れましょう
　 ・ 避難経路を実際に歩いて確認しましょう

□ 自宅付近の災害リスク、危険個所の確認

□ 災害が起こった時の身の守り 方

□ 家族が離ればなれでいたときの連絡手段、集合場所

□ 要配慮者 ( 高齢者、障がい者、乳幼児、妊産婦など ) の

サポート と 避難方法

災害は家族が一緒にいると きに起こると は限り ません。いざと いう と きに慌てず行動

できるよう 、本書を 活用いただき 、ご 家族で普段から 話し 合っておきまし ょ う 。
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避難行動判定フロー

※福島県作成「 ふく し ま避難ノ ート 」 の内容を 再構成

災害発生のお そ れあ り
洪水・ 土砂災害の

発生危険性が高ま る
災害発生気象状況の悪化

（
例
）

経
過

早
期

注
意
情
報
（ 気象庁）

警戒レ ベル

1
警戒レ ベル

2

大雨・ 洪水
・ 高潮注意報

（ 気象庁）

警戒レ ベル

3
発令

警戒レ ベル

4
発令

警戒レ ベル

5
発令

高齢者等避難 避難指示 緊急安全
確保

情報収集し 、

避難行動を

確認し まし ょ う 。

あなたがとるべき避難行動は？

はい

はい

はい いいえ

例外

いいえ

はい

自宅がある場所に

色が塗ら れていますか？

ご自身または一緒に避難

する方は避難に時間が

かかりますか？

安全な場所に住んでいて、

身を寄せら れる親戚や

知人はいますか？

行
動

避

難

行

動

判

定

フ

ロ

ー

警

戒

レ

ベ

ル

情報収集し 、
避難行動を確認!

危険な場所から

高齢者等は避難!
危険な場所から

全員避難!!　
命の危険
直ち に安全確保！

50 0 m 歩く のにかかる時間

●大人………約6～8 分

●高齢者……約10 分

避難にかかる 時間を
知っ ておく こ と も 大切です。

●大人の女性………水位50 ㎝

●大人の男性………水位70 ㎝

ひざの高さ を超える

水の深さ では歩く こ と が
難し く なり ます。

人が行動できなく なる水の深さ

避難に時間を要する方は、避難

を開始してく ださ い。
高齢の方、障がいのある方、乳幼児等とそ

の支援者は避難を開始しましょう 。

その他の方も いつでも 避難でき

るよう 準備してく ださ い。
避難準備を整え「 防災気象情報」や「 河川

水位情報」等に注意し 、危険な場所にいる

方は、早めに避難してく ださい。

避難場所へ速やかに避難し て

く ださ い。
対象地域の方は全員速やかに危険な場所

から避難し てく ださ い。

命を 守る ための

最善の行動を

と っ てく ださ い。
すでに災害が発生または切迫し

ており 、命が危険な状況です。自

宅の上の階や、崖から 離れた部

屋に移動するなど、少し でも 身

の安全を確保するための行動を

とりましょう 。

スタ ート ！
ハザード マッ プで自分の家がどこに
あるか確認し 、印をつけてみましょう 。

災害の危険があるので、

原則とし て※自宅の外に

避難が必要です。

警
戒
レ
ベ
ル
3
が
出
た
ら
、

安
全
な
親
戚
・
知
人
宅
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。（
日
頃
か
ら
相
談

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
）

警
戒
レ
ベ
ル
3
が
出
た
ら
、

市
町
村
が
開
設
し
て
い
る

指
定
避
難
所
な
ど
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

色が塗られていなく ても 、周りと 比べ

て低い土地や崖のそば等にお住まい

の方は、市町村からの避難情報を参

考に、必要に応じて避難してく ださい。

※浸水の可能性があっても 、

①洪水により 家屋が倒壊また

は崩落し てし まう お そ れの

高い区域の外側である

②浸水する深さ より も 高いと

ころにいる

③水・ 食糧等の備えが十分で、

浸水し て も 水がひく まで 我

慢できる場合は、自宅にとど

まり 安全を 確保するこ と も

可能です。

※土砂災害の可能性があって

も 、十分堅固なマンショ ンな

どの上層階に住んでいる場

合は、自宅にとどまり 安全を

確保すること も 可能です。

はい いいえ

安全な場所に住んでいて、

身を寄せら れる親戚や

知人はいますか？

警
戒
レ
ベ
ル
4
が
出
た
ら
、

安
全
な
親
戚
・
知
人
宅
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。（
日
頃
か
ら
相
談

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
）

警
戒
レ
ベ
ル
4
が
出
た
ら
、

市
町
村
が
開
設
し
て
い
る

指
定
避
難
所
な
ど
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

いいえ 5 0 ㎝ 7 0 ㎝

メ モ ①

メ モ ②

メ モ ③

浸水し た時の注意点

氾濫し た水は濁っているため、側溝や
段差、開いたマン ホールのふたなど
が見えなく なります。洪水の中での避

難は、できるだけ避けましょう 。

「 自ら の命は自ら が守る」意識を 持ち、ハザード マッ プと 一緒に「 避難行動判定フ ロー」で、自宅の災害リ スク と 、と るべき 行動を 確認し まし ょ う 。

～と るべき 行動を 確認し よう ～

3

市が開設し た指定避難所に行く

こ と だけが避難ではあり ません。

交流館

「 避難」って何をすればいい？

内閣府： 新たな避難情報に関するポスタ ー・ チラ シを 引用
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土砂災害は突発性が高く 、甚大な被害をも たらし ます。

上記の前兆現象は、経験則と し て土砂災害発生の前に感じ ら れるも のと し て知ら れていますが、特に警戒区域内においては避難の猶予が

ほと んどないも のと 考え、「 様子がおかし い」と 感じ たら 、ただちに避難行動をと ってく ださ い。

土砂災害防止法に基づき 、都道府県は調査を実施し 、土砂災害のおそれのある区域を以下の通り 指定しています。

土砂災害警戒区域内、また指定が無く と も

「 谷の出口」や「 がけの下」からは、いち早く

退避する。

指定避難所までの移動が困難な際は、

近隣の堅牢な建物の高層階へ避難する。

土砂災害について

建築物に破損が生じ 、住民に著し い危害が

生じ るおそれがある 区域
土砂災害　 特別警戒区域( レッ ド ゾーン )

土砂災害のおそれがある区域土砂災害　 警戒区域( イ エローゾーン )

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きると いう ものではありません。ふだんと 違い、少し でも身に危険を感じ たら避難するよう にしましょう 。

斜面の一部あるいは全部が、地下水の影響

と 重力によってゆっく り と 斜面下方に移動

する 現象のこと をいいます。一般的に移動

土塊量が大きいため、甚大な被害を及ぼし

ます。また一旦動き 出すと 、こ れを 完全に停

止さ せること は非常に困難です。

山腹・ 谷底の石や土砂が長雨や集中豪雨

などによって一気に下流へと 押し 流さ れる

こ と をいいます。その流れの速さ は規模に

よって異なりますが、時速２０～４０ ㎞と いう

速度で一瞬のう ちに人家や畑などを 壊滅

さ せてしまいます。

地面にし み込んだ水分が土の抵抗力を 弱

め、雨や地震などの影響によって急激に斜

面が崩れ落ちること をいいます。がけ崩れ

は突然起きる ため、人家の近く で起きると

逃げ遅れる 人も 多く 、被害者の割合も 高く

なっています。

外出にも危険が伴う 状況で、

やむなく 自宅に留まる場合は、２ 階以上の

出来るだけ山側から 離れた部屋に移動する。

5

雨量の増加によっても たらさ れる氾濫には、川から 水があふれたり 堤防が決壊して起こる「 外水氾濫」と 、

街中の排水が間に合わず、地下水路などから あふれ出す「 内水氾濫」の2 タ イプがあり ます。

洪水・ 浸水害について

大 雨 の水 が 川

に 集まり 、川の

水 かさ が 増し

堤防を超える、

あ る い は 堤 防

を決壊さ せて川の水が外にあふ

れておきる洪水。

氾濫が起きると 一気に水かさ が

増すため、最大の注意が必要。

そ の 場 所 に

降っ た 雨 水

や、周り から

流 れ 込 ん で

き た 水 が は

けきれず溜まって起きる洪水。

的確なタ イミ ン グで警報や避

難 指示を 出すのが 難し い た

め、注意が必要。

氾濫水は勢いが強く 、大人の膝程度の深さ

で歩行が困難と なる。浸水し てから 自宅外

への避難は危険。

気象予報や河川

洪水予報など の

情報をもと に、身

の危険を 感じ た

ら 自主的に避難

を開始する。

周囲の状況が危険で避難場所まで移動で

きない場合は、自宅や近隣の頑丈な建物の

できるだけ高い階に避難する。

移動途中で あっ

ても 、危険を感じ

た 場 合 は、近 隣

の建物のでき る

だけ高い階に退

避する。

裸足、長靴は厳禁。

水中で脱げづら い紐靴などが適し ている。

また、氾濫水は濁っ て いる ため、水面下が

確 認 で き な い。

長い棒などを 杖

替 わ り と し 、側

溝 や マ ン ホ ー

ル、障 害 物に 注

意する。

降雨が続き 不安に思っ ても 、川や用水路、

田畑の用水は見に行かない。やむを 得ない

場合は複数人で行動する。河川の様子の確

認は、自治体な ど のラ

イ ブ カメ ラ 情報を 活用

する。また、避難の途中

も 増水し た川の近く を

通るのは避ける。

地下にいる場合、地上の様子が把握し づら

く 、避難経路が限定さ れる。また、地上が冠

水 す る と 、一 気

に水が流れ込ん

でく る 場合も あ

る。停 電 の 可 能

性 も 高 く 、脱 出

が困難と なる。

道路や線路の下をく ぐ るアン ダーパスや地

下道は、洪水の際、真っ先に浸水する。

場所を把握し 、迂

回 路を 想 定し て

おく 。

河川ごと に設定さ れた以下の危険水位に応じ 、河川管理者と 気象庁から 洪水予報

が発表さ れます。自治体はこ の情報を目安にし て、避難に関する情報を発令します。

時間の流れ

水位
洪水警報 洪水注意報洪水注意報

一定時間後に

氾濫危険水位

到達を予測

氾濫危険水位を

超えた場合

氾
濫
注
意
情
報

氾
濫
注
意
情
報

（
警
戒
情
報
解
除
）

氾
濫
警
戒
情
報

氾
濫
警
戒
情
報

氾
濫
注
意
情
報
解
除

氾
濫
警
戒
情
報

氾
濫
危
険
情
報

氾
濫
発
生
情
報

氾
濫
危
険
情
報

氾濫が

発生し た場合

観測所

河川名

氾濫危険水位
（ レベル4 水位）

避難判断水位
（ レベル3 水位）

氾濫注意水位
（ レベル2 水位）

水防団待機水位

0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0

0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0

0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0

0 .0  0 .0  0 .0  0 .0  0 .0

 ○○川 ○○川 ○○川 ○○川 ○○川

 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○観測所

河川名

氾濫危険水位
（ レベル4 水位）

避難判断水位
（ レベル3 水位）

氾濫注意水位
（ レベル2 水位）

水防団待機水位

（ 単位： m ）

（ ページ内の図表は気象庁ホームページより 抜粋、編集）

阿武隈川

伏黒

5 .0 0

4 .5 0

4 .0 0

3 .0 0

東根川

保原

2 .1 0

1 .6 0

1 .5 0

1 .0 5

伝樋川

東土橋

－

－

1 .3 0

0 .8 0

広瀬川

月舘

－

－

1 .6 0

1 .0 0

広瀬川

大関

－

－

3 .2 5

2 .2 0
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消防法の改正により 、 住宅用火災警報器の設置が義務付けられまし た。

火災による死傷者を無く すためにも 設置し ましょ う 。

住宅用火災警報器の設置場所

●寝室…すべての寝室（ 子ども 部屋や高齢者の部屋など 就

寝に使われている 場合は対象と なり ます）への設

置が必要です。

●階段…寝室のある部屋の階段の天井などへの設置が必要

です。

●台所…台所への設置も 必要です。

粉末・ 強化液消火器の場合

1 人で消せるだろう と 考えず、隣近所に火事を 知らせ、すみやかに 119 番通報を 。

初期消火で火事を 消せなかったら 、すばやく 避難し まし ょ う 。

あわてて水をかける のは厳禁。消火器がなけれ

ば濡らし た大きめのタ オルやシーツを 手前から

かけ、空気を遮断し て消火を。

真上から 一気に水を かけて消火（ 斜めにかける

と 石油が飛び散っ て 危険）。石油が流れて ひろ

がっていく よう なら 毛布などで覆い、その上から

水をかけて消火を。

着衣に火がついたら 転げまわっ て 消すのも 方

法。髪の毛の場合なら 衣類（ 化繊は避ける）やタ

オルなどを頭から かぶる。

風呂場から の出火に気づいても 、いきなり 戸を

開けるのは禁物。空気が室内に供給さ れて火勢

が強まる危険がある。ガスの元栓を 締め、徐々に

戸を開けて一気に消火を。

いきなり 水をかけると 感電の危険が。まずコ ード

をコ ン セント から 抜いて（ できればブレーカ ーも

切る）消火を。

カ ーテン やふすまなど の立ち 上がり 面に火が燃

え 広がっ たら 、も う 余裕はない。引きち ぎり 蹴り

倒し て火元を天井から 遠ざけた上で消火を。

火災対策について

●「 火事だ」 と 大声を出し 、 隣近所に援助を求める。 声が出なければやかんなどを叩き、 異変を知ら せる。

●小さ な火でも 1 1 9 番に通報する。 当事者は消火に当たり 、 近く の人に通報を頼む。

●風上に回り 風上から 消す。 火災にはまと も に正面か

ら 立ち向かわないよう に。

●やや腰を落し て姿勢をなるべく 低く 。 熱や煙を避ける

よう に構える。

●燃え上がる 炎や煙にまど わさ れずに燃えているも の

にノ ズルを向け、 火の根元を掃く よう に左右に振る。

●天井に火が燃え移った場合は、 消火の限界。 速やかに避難する。

●避難するときは、 燃えている部屋の窓やド アを閉めて空気を絶つ。

●一酸化炭素などの有毒ガスを含んだ煙を吸い込まないよう に低い姿勢でマスク ・ タ オル等で口をふさ いで逃げる。

●出火から 3 分以内が消火できる限度。

●水や消火器だけで消そう と 思わず、 座布団で火を叩く 、 毛布で覆う など手近のも のを活用する。

注意： 種類によって異なり ますが、住宅用火災警報器の交換時期は、

おおむね10 年です。早めの交換をお願いし ます。
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地震だ！　 まず身の安全

大きな揺れを感じ たり 、緊急地震速報を受けたら 、姿勢を低く し 、頭を守り 、揺れがおさ まる

まで待ちましょう 。

大揺れがおさまった

台所やスト ーブ など火の始末をし ましょう 。避難の時は、電気のブレーカ ーを下ろし 、ガス

の元栓を閉めましょう 。

火の始末のあと

家族の身の安全を 確認、確保し 、災害情報、避難情報を 入手し ましょ う 。また、避難可能な

出口も 確保しましょう 。

外に出たあと

家の家具の下敷きになった人の救出や、消火活動を隣近所で協力し て行いましょう 。

避難後、数日間

地震発生後の数日間は、水、食料に加え、電気など の供給が途絶えます。こ の間、日頃か

ら 、生活必需品 ( 非常用品 )を準備し 、自分でし のげるよう にし ておきましょう 。

●その場に立ち 止まらず、

窓ガラ ス、看板など の落

下物から 頭を カ バン な

ど で 保護して、空き 地や

公園な ど の安全な 場所

に避難する 。

●近く に空き 地などがないと きは、周囲の状況を 冷静

に判断し て、建物から 離れた 安全性の高い場所へ

移動する 。

●ブ ロッ ク 塀や自動販売機などには近づかない。

●倒れそう な電柱や垂れ下がった電線に注意する 。

●ハンド ルをし っかり

と 握 り 、徐 々 に ス

ピード を 落と し 、緊

急車両等の通行ス

ペースを 確保し 、道

路の左側に止め、エ

ン ジンを 切る 。

●揺れがおさ まるま で 冷静に周囲の状況を 確

認し て、カーラ ジオで 情報を収集する 。

●避難が必要な 時は、キーはつけたまま、ド ア

ロッ ク も し ない。車検証などの貴重品を 忘れ

ずに持ち 出し 、徒歩で 避難する 。

●高台へ避難し 津波情報をよく 聞く 。

注意報・ 警報が解除さ れる まで は

海岸に近づかない。

●つり 革や手すり に両手で し っ かり

つかまる 。

●途中で止まっても 、非常コ ッ ク を 開

け て 勝手に 車外に 出たり 、窓から

飛び降り たり し ない。

●乗務員の指示に従って 落ち 着いた

行動をとる 。

地震対策について

●揺れを 感じ たら 、身の安全を 確保し 、すばや

く 屋外の安全な場所へ避難する 。

●揺れがおさ まっ たら 火の確認はすみやかに

（ 電気のブ レ ーカ ーやガスの元栓の処置も

忘れずに )。

●乳幼児や病人、高齢者など 要支援者の安全

を確保する 。

●裸足で 歩き回ら ない ( ガラスの破片など で

ケガをする )。

●カバン など で 頭を 保護し 、ショ ーウィ ンド

ウや商品な ど から 離れる 。柱や壁ぎ わに

身を寄せ、係員の指示を 聞き 、落ち 着いた

行動をと る 。

●ド アや窓を 開けて避難口を確保する 。

●避難にエレ ベータ ーは絶対に使わな い。

炎と 煙に巻き 込ま れな い よ う に 階段を

使って避難する 。

●カ バン など で 頭を 保護し 、座席の間に身を 隠

し 、係員の指示を 聞く 。あわて ずに冷静な 行

動をとる 。

半日～3 日

10 分～半日

５ ～10 分

２ ～５ 分



地
域

番
号 ため池の名称 所　 在　 地 掲載頁

保

原

地

域

1 高子沼（ たかこ ぬま） 保原町上保原字新溜井　 地内 P28 /P3 4

2 谷地溜井（ やじ ためい） 保原町大柳字羽山下　 地内 P34

3 柿ヶ作（ かきがさく ） 保原町富沢字柿ヶ作　 地内 P34 /P3 5

4 上田代（ かみたし ろ） 保原町富沢字上田代　 地内 P35 /P39

5 諏訪（ すわ） 保原町富沢字諏訪　 地内 P34 /P35

6 沼田（ ぬまた） 保原町富沢字沼田　 地内 P34

7 山口坂（ やまぐちざか） 保原町富沢字山口坂　 地内 P33

8 釈典（ しゃく てん） 保原町富沢字釈典　 地内 P34

9 弓内（ ゆみう ち） 保原町高成田字弓ノ 内　 地内 P34

10 天堤（ あまづつみ） 保原町高成田字山入　 地内 P34

1 1 桐沢（ きりさ わ） 保原町高成田字桐沢　 地内 P34

1 2 大沼（ おおぬま） 保原町柱田字宮後　 地内 P35

1 3 滝ノ 沢沼（ たきのさ わ） 保原町柱田字羽山　 地内 P35

1 4 田向沼（ たむかい） 保原町柱田字田向　 地内 P36

1 5 日向山（ ひなたやま） 保原町柱田字日向山　 地内 P3 0/P36

1 6 芳沼入（ よし ぬまいり ） 保原町柱田字芳沼入　 地内 P36

1 7 入ノ 内池［ 保原］（ いり のう ち） 保原町金原田字沼頭　 地内 P30 /P36

1 8 二田ノ 入池（ にたのいり ） 保原町金原田字二田ノ 入　 地内 P3 0

梁

川

地

域

19 中峯（ なかみね） 梁川町字北中峰　 地内 P2 5

20 足駄木（ あしなぎ） 梁川町字内山　 地内 P2 5

21 長沼［ 梁川］（ ながぬま） 梁川町粟野字沼尻　 地内 P2 4

22 天上山（ てんじょう ざん） 梁川町大関字天上山　 地内 P3 1

23 天上山2（ てんじょう ざん2） 梁川町大関字東離森　 地内 P3 1

24 天上山3（ てんじょう ざん3） 梁川町大関字東離森　 地内 P3 1

25 鎌研（ かまと ぎ） 梁川町大関字野間上　 地内 P31

26 山田入（ やまだいり ） 梁川町大関字山田入　 地内 P31

27 里クキ（ さとく き） 梁川町大関字宝木沢　 地内 P30

28 入ノ 内［ 梁川］（ いり のう ち） 梁川町細谷字三沢　 地内 P30

29 観音（ かんのん） 梁川町八幡字観音前　 地内 P25

30 台（ だい） 梁川町八幡字台後　 地内 P25

31 前原（ まえばら） 梁川町八幡字前原　 地内 P24

32 和田山（ わだやま） 梁川町舟生字和田山　 地内 P22

33 荷田場（ にたば） 梁川町舟生字荷田場　 地内 P21

34 荷田場2（ にたば2） 梁川町舟生字山岸　 地内 P21/P25

35 不動（ ふどう ） 梁川町舟生字不動入　 地内 P25

36 桵朴（ たらぽ） 梁川町舟生字桵朴入　 地内 P25

37 五輪堂1（ ごり んどう 1 ） 梁川町五十沢字越五十沢　 地内 P24

38 五輪堂2（ ごり んどう 2 ） 梁川町五十沢字越五十沢　 地内 P24

39 松林（ まつばやし ） 梁川町五十沢字松林　 地内 P2 0/P24

地
域

番
号 ため池の名称 所　 在　 地 掲載頁

梁
川
地
域

40 株木（ かぶき） 梁川町五十沢字株木　 地内 P20/P21

41 青ヶ作（ あおがさく ） 梁川町五十沢字青ヶ作　 地内 P20/P21

42 柳沢（ やなぎさ わ） 梁川町五十沢字柳沢　 地内 P20/P21

43 金谷（ かなや） 梁川町東大枝字金谷ヶ入　 地内 P2 0

霊

山

地

域

44 宮内上沼 （ みやう ちう え） 霊山町掛田字宮内　 地内 P3 6

45 宮内下沼 （ みやう ちし も ） 霊山町掛田字宮内　 地内 P36

4 6 温水沼 （ ゆみず） 霊山町掛田字宮内　 地内 P35

4 7 谷津西沼 （ やつにし ） 霊山町掛田字北谷津　 地内 P36

4 8 田沢上沼 （ たざわう え） 霊山町掛田字田沢　 地内 P36

4 9 田沢中沼 （ たざわなか） 霊山町掛田字台山　 地内 P36

5 0 田沢下沼 （ たざわしも ） 霊山町掛田字台山　 地内 P36

5 1 長沼［ 霊山］（ ながぬま） 霊山町掛田字本山　 地内 P36

5 2 才ノ 入上沼（ さ いのいりう え） 霊山町掛田字斉ノ 入　 地内 P36

5 3 柳沢下沼（ やなぎさ わし も ） 霊山町山野川字柳沢　 地内 P36

54 赤坂沼 （ あかさ か） 霊山町山野川字沼ノ 江　 地内 P30

55 福平1沼 （ ふく だいら1 ） 霊山町山野川字福平　 地内 P30 /P36

56 福平2沼 （ ふく だいら2 ） 霊山町山野川字福平　 地内 P30 /P36

57 福平3沼 （ ふく だいら3 ） 霊山町山野川字福平　 地内 P3 0 /P36

58 福平4沼 （ ふく だいら4 ） 霊山町山野川字福平　 地内 P3 0 /P36

59 万五郎沼（ まんごろう ） 霊山町泉原字大松　 地内 P31

6 0 八木平沼 （ やぎへい） 霊山町石田字八木平　 地内 P44

6 1 新沼（ しんぬま） 霊山町下小国字堂ノ 前　 地内 P39

6 2 平沼 （ たいらぬま） 霊山町下小国字平　 地内 P39

6 3 田ノ 入沼 （ たのいり ） 霊山町下小国字田ノ 入　 地内 P39

6 4 西ノ 沢沼（ にし のさ わ） 霊山町下小国字西ノ 沢　 地内 P40

6 5 繕木沼 （ つく ろぎ） 霊山町下小国字繕木　 地内 P40

6 6 石の脇沼 （ いし のわき） 霊山町上小国字石ノ 脇　 地内 P39 /P45

6 7 大木入沼（ だいぎいり ） 霊山町上小国字大木入　 地内 P3 9

68 堀沢沼（ ほりさ わ） 霊山町上小国字堀沢　 地内 P3 9

月

舘

地

域

69 三拍子（ さ んびょうし ） 月舘町月舘字行屋入　 地内 P4 7

70 酒呑ノ 入 （ しゅどのいり ） 月舘町月舘字西久保　 地内 P4 0

71 菖蒲沢（ しょう ぶさ わ） 月舘町御代田字作ノ 内　 地内 P4 0

72 門ノ 内 （ かどのう ち） 月舘町御代田字門ノ 内　 地内 P4 0

73 旭作 （ あさ ひさく ） 月舘町御代田字旭作　 地内 P4 0

74 百目木 （ どう めき） 月舘町糠田字大平　 地内 P46

75 赤貝 （ あかがい） 月舘町糠田字防才山　 地内 P40/P4 6

76 上ノ 内 （ かみのう ち） 月舘町糠田字上ノ 内　 地内 P46

77 沢ノ 目 （ さ わのめ） 月舘町糠田字柳平　 地内 P45
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「 ため池」を知る

大雨や大規模な地震の発生などにより 、ため池の被害が予想さ れますので注意しましょう 。

伊達市では、 防災重点農業用ため池のハザード マッ プを作成し ています。

各ため池の詳し い情報は、 伊達市ホームページで確認でき ます。

伊達市ホームページの農業用ため池ハザード マッ プ

http s://w w w .city.fukush im a-d ate .lg .j p /so sh ik i/1 9 /3 9 40 3 .htm l

ため池ハザード マッ プと は、農業用ため池が大規模震災や集中豪雨などの想定を超えた自然災害によ

り 、農業用ため池の提体（ 土手）が決壊し た場合を想定し て、

　・ 浸水する区域

　・ 浸水の深さ

　・ 水の到達時間

　・ 指定避難所

などを示し たも のです。

こ のため池ハザード マッ プは、万が一、ため池が決壊し た場合の、地域のみなさ んの避難行動に役立て

ることを目的に作成し ています。

いざと いう 時の避難のためにご確認いただき、地域の防災活動や日頃から の備えにご活用下さ い。

※こ のハザード マッ プは、あく までも 一定の条件下における想定において地図上での簡易解析をもとに

作成し たも のであり 、必ずし も 図面の範囲が浸水すると 確定し ているも のではありません。
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防災重点ため池一覧

住民行動

ため池の異常に

気がついたら

すぐに連絡・ 通報！
→ 伊達市（ 農林整備課 5 7 3 -5 6 3 8 ）

https://www.city.fukushima-date.lg.jp/soshiki/19/39403.html
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●避難指示などの発令情報

●避難所開設情報

●各種災害情報

■市民向け登録制メ ール配信
市で は、市民向け登録制メ ールシステムの運用を 開始し ており ま

す。

システムに登録いただいた市民を 対象に、防災情報や行政情報な

どをメ ールで配信し ます。

お手持ち の携帯電話、スマート フ ォン、パソ コ ン 等から 登録いただ

けますので、ぜひご 利用く ださ い。

＜配信情報＞

　 国民保護情報・ 地震情報・ 気象情報

■防災行政無線
＜放送をもう 一度聞きたい方へ＞

　 下記電話番号へお掛けいただく と 、直近で放送し た内容を自動

音声で確認するこ と ができます。

　（ ※17 時の定時試験放送は確認できません。）

電話応答サービ ス　 ： 　 Te l0 24 -5 7 5 -3 8 0 8

★iPho ne 端末をご利用の方はこちら

http s://a p p s.ap p le .co m /j p /ap p /d a te _ city/id 1 5 7 8 2 0 4 4 5 5 ?m t= 8

★And ro id 端末をご利用の方はこちら

http s://p la y.go o g le .co m /sto re/ap p s/d eta ils? id = j p .ne .litcity.p o rta l.city.d a te

テレビ のニュースや天気予報

だけでなく 、データ 放送では、

気象 . 情報や防災情報につい

て常時放送さ れています。

情報収集

●雨量情報 ●水位情報

●ダム情報 ●洪水予報

●水防警報 ●ラ イブカメ ラ

●気象情報・ 注意報

●台風・ 洪水・ 土砂災害などの

防災気象情報

■福島地方気象台
h ttp s://w w w .jm a -net .g o .j p /fu ku sh im a/

福島地方気象台

●福島県土砂災害警戒区域情報

■福島県土砂災害警戒区域情報
h ttp s://w w w .p re f.fu ku sh im a .lg .j p /se c/4 1 0 4 5 c/

福島県砂防課

■国土交通省「 川の防災情報」
h tt p s://w w w .rive r.g o .j p /in d e x

川の防災情報

■福島県河川流域総合情報システム
h tt p s://ka sen in f.p re f.fu ku sh im a .j p /w eb _ p u b /rive rM ap _ 1 .h tm l

福島県河川流域総合情報システム

原子力災害が発生し た場合に備え、

事前に確認し ておく 情報や、緊急時

に役立つ情報など。

■福島県「 福島県原子力災害に備える情報サイト 」
h ttp s://eva cu a t io n -fu kush im a .j p /

福島県　 原子力災害に備える

■伊達市防災アプリ

全国の地震・ 津波・ 気象・ 被害状況・

ラ イフ ラ イン 情報など 。

■内閣府「 防災情報システム」
ht tp s://b o u sa i-system .g o .j p /in d e x.j sp

内閣府　 防災情報システム

市町村が出している「 警戒レベル」 に加えて、 国土交通省・ 気象庁・ 都道府県などが出している「 河川水位」 や「 気象情報」 も 参考に、 お住まいの地域の状況が

詳細に分かる危険度分布を確認してく ださ い。 紫色は危険度が高いことを示しています。

河川水位や雨の情報も 参考に早めの避難を

紫色／低地は危険

浸水害

1kmメッ シュ

紫色／崖・ 渓流の近く は危険

1kmメ ッ シュ

土砂災害

紫色／河川沿いは危険

洪水

■伊達市ホームページ
h ttp s://w w w .city .fu kush im a-d a te .lg .j p /

伊達市

伊達市　 防災アプリ

※市町村単位で 発表さ れる 情報には、 大雨特別警報、 土砂災害警戒情報、 洪水警報などがあり ます。
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防災無線（ 屋外スピーカー）設置箇所

№ 地区 設置箇所 掲載頁

Ｄ 1 伊達 伊達福祉センタ ー P2 7

Ｄ 2 伊達 伊達中央交流館 P2 7

Ｄ 3 伊達 伊達東地区交流館 P2 8

Ｄ 4 伊達 箱崎農村環境改善センタ ー P2 7

Ｄ 5 伊達 田町コ ミ ュ ニティ 消防センタ ー P2 7

Ｙ 1 梁川 梁川総合支所 P2 4

Ｙ 2 梁川 梁川中央交流館 P2 4

Ｙ 3 梁川 南町谷川団地 P2 4

Ｙ 4 梁川 梁川寿健康セン タ ー P2 4 /P2 5

Ｙ 5 梁川 向川原農村公園 P2 3

Ｙ 6 梁川 新開コ ミ ュ ニティ 消防センタ ー P2 4

Ｙ 7 梁川 粟野地区交流館 P2 3

Ｙ 8 梁川 大関会館 P3 1

Ｙ 9 梁川 大関田中消防車庫 P2 4 /P2 5

Ｙ 1 0 梁川 大関上原消防車庫 P3 0 /P3 1

Ｙ 1 1 梁川 阿武隈急行新田駅敷地 P3 0

Ｙ 1 2 梁川 堰本地区交流館 P3 0

Ｙ 1 3 梁川 白根地区交流館 P2 6

Ｙ 1 4 梁川 白根大久保消防車庫 P2 6

Ｙ 1 5 梁川 白根落合集会所 P3 2

Ｙ 1 6 梁川 山舟生地区交流館 P2 2 /P2 6

Ｙ 1 7 梁川 山舟生内越コ ミ ュ ニティ 消防センタ ー P2 6

Ｙ 1 8 梁川 山舟生深田消防車庫 P2 2

Ｙ 1 9 梁川 舟生前田消防車庫 P2 1

Ｙ 2 0 梁川 舟生字明神前地区公衆用道路敷 P2 2

Ｙ 2 1 梁川 大越加圧ポンプ 場 P2 2

Ｙ 2 2 梁川 富野地区交流館 P2 5

Ｙ 2 3 梁川 五十沢地区交流館 P2 0 /P2 1

Ｙ 2 4 梁川 五十沢字堤頭山林 P2 0 /P2 1

Ｙ 2 5 梁川 五十沢運動広場 P2 0 /P2 1

Ｙ 2 6 梁川 東大枝字清水前水路敷 P2 0

H1 保原 伊達市役所本庁舎 P2 9

H2 保原 保原小学校 P2 8 /P2 9

H3 保原 消防団保原支団第５ 分団第７ 部屯所 P2 8

H4 保原 上保原地区交流館 P2 8

H5 保原 高子集会所 P2 8 /P3 4

H6 保原 消防団保原支団第１ 分団第３ 部屯所
P2 8 /P2 9 ・
P3 4 /P3 5

H7 保原 富成地区交流館 P3 4

H8 保原 消防団保原支団第２ 分団第１ 部屯所 P3 5

H9 保原 消防団保原支団第２ 分団第２ 部屯所 P3 4

H1 0 保原 消防団保原支団第２ 分団第３ 部屯所 P3 4

H1 1 保原 柱沢地区交流館 P3 5

H1 2 保原 消防団保原支団第３ 分団第１ 部屯所 P2 9 /P3 5

H1 3 保原 大田児童館 P2 9

H1 4 保原 消防団保原支団第４ 分団第２ 部屯所 P3 0

H1 5 保原 消防団保原支団第４ 分団第３ 部屯所 P3 0

H1 6 保原 消防団保原支団第４ 分団第４ 部屯所 P2 9

№ 地区 設置箇所 掲載頁

H1 7 保原 消防団保原支団第５ 分団第６ 部屯所 P2 9

Ｒ 1 霊山 霊山総合支所 P3 6

Ｒ 2 霊山 霊山中央交流館 P3 6

Ｒ 3 霊山 谷津団地 P3 6

Ｒ 4 霊山 霊山地区交流館 P3 1 /P3 7

Ｒ 5 霊山 消防団霊山支団第３ 分団第１ 部屯所 P3 2

Ｒ 6 霊山 大石字田中地区公衆用道路敷 P3 8

Ｒ 7 霊山 坂ノ 上集会所 P4 3

Ｒ 8 霊山 旧石戸診療所 P4 1

Ｒ 9 霊山 消防団霊山支団第２ 分団第３ 部屯所 P4 2

Ｒ 1 0 霊山 小国地区交流館 P3 9

Ｒ 1 1 霊山 下小国中央集会所 P3 5 /P3 9

Ｒ 1 2 霊山 山戸田中央集会所 P3 7

Ｒ 1 3 霊山 中川集落センタ ー P3 7

Ｒ 1 4 霊山 山野川ふれあいセンタ ー P3 0

Ｒ 1 5 霊山 泉原勤労者交流センタ ー P3 1

Ｒ 1 6 霊山 越田集会所 P3 7

Ｔ 1 月舘 月舘総合支所 P4 0

Ｔ 2 月舘 月舘小学校 P4 0 /P4 1

Ｔ 3 月舘 布川地区交流館 P4 1

Ｔ 4 月舘 月舘町集会施設 P4 1

Ｔ 5 月舘 布川字二反田地区公衆用道路敷 P4 1

Ｔ 6 月舘 御代田地区交流館 P4 0

Ｔ 7 月舘 夢見の郷広場集会施設 P4 0 /P4 1

Ｔ 8 月舘 下手渡地区交流館 P4 6

Ｔ 9 月舘 上手渡一番組集会所 P4 6

Ｔ 1 0 月舘 月舘運動場 P4 6

Ｔ 1 1 月舘 上手渡３ 番組多目的集会所前公衆用道路 P4 6

Ｔ 1 2 月舘 糠田三番組公民館 P4 6

災害時には防災無線で市民の皆さ まに災害情報

や避難情報を 周知する ほかに、 下記の方法でも

お知ら せし ます。 

①市や消防団による 車両広報 

②スマート フ ォ ン・ 携帯端末へのエリ アメ ール 

③テレビ ・ ラ ジオ等によ る放送媒体 

④イ ンタ ーネッ ト

      （ 市のホームページ、 市公式 SN S）

⑤伊達市防災アプリ

https://apps.apple.com/jp/app/date_city/id1578204455?mt=8
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.ne.litcity.portal.city.date
https://www.jma-net.go.jp/fukushima/
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41045c/
https://www.river.go.jp/index
https://kaseninf.pref.fukushima.jp/web_pub/riverMap_1.html
https://evacuation-fukushima.jp/
https://bousai-system.go.jp/index.jsp
https://www.city.fukushima-date.lg.jp/
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●ヘルメット 、帽子等をかぶる 。

●非常持ち出し 袋はリュッ ク サッ ク に入れて背負う 。

（ 両手が使えるよう に）

●長袖・ 長ズボンを着用する 。

●軍手や手袋をはめる 。

●靴は底の厚い、履き 慣れたも のを着用する 。

●やむをえず夜間に移動の際は懐中電灯を持つ。

避難行動ガイド

●自宅を離れる前にもう 一度火元を確認する 。

●ガスの元栓を閉め、電気のブレ ーカーを落と す。

●持ち出す荷物は最小限にする 。

●近所の人に声をかけ、複数人で行動する。

●避難先へは、徒歩で移動する 。

（ 自動車、自転車はできる限り 使用し ない）

●狭い道やブロッ ク 塀、自動販売機のそば、川べり 、

ガラスや看板の多い場所を避ける 。

●子ども 、障がい者、高齢者など避難行動要支援者が

はぐれないよう 配慮をし ながら 避難する 。

上記は一般的な避難留意点です。各災害に応じ た留意点も 、個別ページでご確認く ださ い。 （ ページ内の図表は内閣府ホームページよ り 抜粋、編集）

●同行避難できるペット の種類は、基本的には犬・ 猫

　 小動物（ ウサギや鳥など）とし ます。またペット は、

　 飼い主が責任をもって世話して下さ い。

●ペット は、指定さ れた場所でケージ 等に入れて、

　 飼い主が飼養のすべてを行います。また、居住場所

　 にははいら ないよう にし ます。屋外での放し 飼いも

　 禁止し ます。

感染症対策の基本は、「 手洗い」や「 マスク の着用を含む咳エチケッ ト 」です。

避難所における感染症対策のポイ ント
①避難先を 検討し ておき まし ょ う
●避難と は、「 難」 を「 避」 ける こ と です。 まずは、自宅の立地条件を 確認し 、自宅で安全が確保でき る 場合は、
　 自宅にいる と いう 選択（ 在宅避難） も 検討し ておき まし ょ う 。
●安全が確保でき る 親戚や知人宅、 ホテルなどへの避難も 検討し ておき まし ょ う 。
●やむを 得ず車中泊する 際は、 周囲の安全確認を 十分に行いまし ょ う 。

②必要と なる も のを 、 でき る 限り 持参し まし ょ う 。
●備蓄品には限り があり ます。 感染防止や健康状態確認のために
　 必要な物のほか、 おのおのが必要と なる 物を 持参し まし ょ う 。

③避難所での過ごし 方
●避難所に入る 前に、 受付での検温、 体調チェ ッ ク を 行いま す。
●毎日体温を 測り 、 自身の健康状態を 確認し まし ょ う 。
●食事前、 ト イ レ 使用後など、 頻繁にせっ けんと 水で手を洗いまし ょ う 。

マスク

（ 例）

体温計 消毒液

※厚生労働省リ ーフ レ ッ ト よ り 掲載

マスクを

着用する

（ 口・ 鼻を 覆う ）
おお

ティッシュ

ハン カチで

口・ 鼻を 覆う
おお

袖で

口・ 鼻を覆う
おお

流水でよく 手を ぬらし た後、
石けんを つけ、手のひら を
よく こ すり ます。

手の甲をのばすよう に
こ すります。

指先・ 爪の間を念入り に
こ すり ます。

指の間を 洗います。 親指と 手のひら をねじ り
洗いし ます。

手首も 忘れずに洗います。

14

避難所等の区分について

避難施設一覧

N O . 名 称 補足 所 在 地 掲載頁
指定 

避難所
指定緊急
避難場所

福祉 
避難所

対象と する異常な現象の種類

洪水
土砂 
災害

地震
大規模な

火事

1 伊達市ふるさと 会館 前川原63 P27 ● ● × ○ ○ ○

2 伊達福祉センタ ー 前川原17-1 P27 ● ● ○* ○ ○ ○

3 伊達体育館 前川原37-1 P27 ● ● × ○ ○ ○

4 箱崎農村環境改善センタ ー 箱崎字大舘29 -3 P27 ● ● ○ ○ × ○

5 伊達東グラウンド 伏黒字一本石41-2 P28 ● ○ ○ ○ ○

6 伊達東地区交流館 伏黒字一本石41-2 P28 ● ● ○ ○ ○ ○

7 伊達グラウンド 一本松64 -1 P27 ● × ○ ○ ○

8 聖光学院高等学校
グラウンド 伊達郡桑折町大字成田字土井ノ 内10

P27
● ○ ○ ○ ○

体育館 六角3 ● ● ○ ○ ○ ○

9 伊達中学校

校舎

箱崎字沖110 P27

● ● ○* ○ ○ ○

グラウンド ● × ○ ○ ○

体育館 ● ● ○* ○ ○ ○

10 伊達小学校

校舎

舘ノ 内20 P27

● ● ○ ○ × ○

グラウンド ● ○ ○ ○ ○

体育館 ● ● ○ ○ ○ ○

11 伊達東小学校

校舎

伏黒字土井ノ 内42 P28

● ● ○* ○ ○ ○

グラウンド ● × ○ ○ ○

体育館 ● ● ○* ○ ○ ○

12 伊達ふれあいセンタ ー 箱崎字川端7 P27 ● ● ● × ○ ○ ○

13 伊達中央交流館 北後22-1 P27 ● ● ○ ○ ○ ○

14 伊達すり かみ荘 一本松6 4 P27 ● ○* ○ ○ ○

15 グループホームゆめみらい 水抜12 P27 ● × ○ ○ ○

16 だて緑風園 馬場口3 6番地1 P27 ● ○ ○ ○ ○

17 梁川総合支所 梁川町青葉町1 P24 ● ● ○* ○ ○ ○

災害が発生し 、又は発生するおそれがある場合にその危険から 逃れるための避難場所とし
て、災害の種類ごと に安全性等の一定の基準を 満たす施設又は場所を市町村長が指定し
ます。（ 災害対策基本法第49 条の4）

災害時において、指定避難所での生活が困難な介護や特別な配慮を必要と する高齢者や
障がいのある方などの要配慮者を受け入れるため、特別に開設さ れる二次的避難所です。
自宅等から の直接避難はできません。

災害の危険性があり、避難した住民等を災害の危険性がなく なるまで必要な間滞在さ せ、
または災害により 家に戻れなく なった住民等を一時的に滞在さ せるための施設として市町
村長が指定し ます。（ 災害対策基本法第49 条の7）

指定緊急避難場所

福 祉 避 難 所

指 定 避 難 所

福祉避難所開設要請

災害
① 最寄り の
　  避難所に避難

② 必要に応じ て市町村が
　  福祉避難所の開設を判断

③ 市町村の判断により
　  福祉避難所へ移動

避難

一般
避難所

避難の流れ　 ※直接、 福祉避難所には避難でき ません

避難者の状況確認

〈 指定緊急避難場所と 指定避難所と の関係〉

指定避難所と 指定緊急避難所と は、相互に兼ねること ができる。（ 災害対策基本法第4 9 条の8）

○・ ・ ・ 使用可　 　 　 ×・ ・ ・ 使用不可　 　 　 　 　 　 ○*・ ・ ・ 災害の状況によっては使用不可の場合あり
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N O . 名 称 補足 所 在 地 掲載頁
指定 

避難所
指定緊急
避難場所

福祉 
避難所

対象と する異常な現象の種類

洪水
土砂 
災害

地震
大規模な

火事

18 梁川小学校 梁川町字北本町21-1 P24 ● ● × ○ ○ ○

19 梁川中学校 梁川町字菖蒲沢141-6 P24/P25 ● ● ○ ○ ○ ○

20 梁川高等学校 梁川町字鶴ヶ 岡33 P24/P2 5 ● ● ○* ○ ○ ○

21 梁川体育館 梁川町字北町頭70 P24/P2 5 ● ● ○ ○ ○ ○

2 2 梁川福祉会館 梁川町字元陣内1-2 P24 ● ● × ○ ○ ○

2 3 梁川中央交流館 梁川町字南本町35 P24 ● ● × ○ ○ ○

24 粟野小学校 梁川町粟野字沼頭28 P2 3 ● ● × ○ ○ ○

2 5 粟野地区交流館 梁川町二野袋字昭和3 -2 P2 3 ● ● × ○ ○ ○

26 堰本小学校 梁川町新田字南荒野33 P30 ● ● ○ ○ ○ ○

27 堰本地区交流館 梁川町新田字寺山4 -5 P30 ● ● ○ ○ ○ ○

28 旧白根小学校

校舎

梁川町白根字馬場10 P26

● ● ○ ○ ○ ○

グラウンド ● ○ ○ ○ ○

体育館 ● ● ○ ○ × ○

29 新田ふれあいセンタ ー 梁川町陽光台1-1 P30 ● ● ○ ○ ○ ○

30 白根地区交流館 梁川町白根字北向15 P26 ● ● ○ ○ ○ ○

31 旧山舟生小学校

校舎

梁川町山舟生字高倉61 P2 2 /P26

● ● ○ × ○ ○

グラウンド ● ○ × ○ ○

体育館 ● ● ○ × × ○

32 山舟生地区交流館 梁川町山舟生字坊前18 P2 2 /P26 ● ● ○ ○ ○ ○

33 旧富野小学校
グラウンド

梁川町舟生字沢口20 P25
● ○ ○ ○ ○

体育館 ● ● ○ ○ × ○

3 4 富野地区交流館 梁川町舟生字堂前55 P25 ● ● ○ ○ ○ ○

35 旧五十沢小学校 梁川町五十沢字宮下9 0 -4 P21 ● ● ○ × ○ ○

3 6 五十沢地区交流館 梁川町五十沢字宮下4 -1 P20/P21 ● ● ○ ○ ○ ○

37 五十沢運動広場 梁川町五十沢字松林183 P20/P21 ● ○ ○ ○ ○

3 8 旧大枝小学校
グラウンド

梁川町東大枝字東荒田2 P20/P24
● ○ ○ ○ ○

体育館 ● ● ○ ○ × ○

39 東大枝地区交流館 梁川町東大枝字北町132-1 P20/P24 ● ● ○ ○ ○ ○

4 0 梁川寿健康センタ ー 梁川町字菖蒲沢8 4 P24/P25 ● ● ○ ○ ○ ○

41 白根農村広場 梁川町白根字若林78 P26 ● ○ ○ ○ ○

42 大枝農村広場 梁川町東大枝字北町132 P20/P24 ● ○ ○ ○ ○

43 山舟生農村広場 梁川町山舟生字高橋17 P2 2 /P26 ● ○ ○ ○ ○

4 4 梁川ホーム 梁川町字東土橋65 -1 P24 ● × ○ ○ ○

45 ラスール伊達 梁川町字東塩野川56 -1 P24 ● × ○ ○ ○

4 6 さく ら の家 伊達市梁川町桜町117 P24 ● × ○ ○ ○

47 通所介護日和 梁川町字赤五輪75 -3 P24/P25 ● ○ ○ ○ ○

4 8 よるべ 梁川町字天神前3 -1 P24/P25 ● ○ ○ ○ ○

49 桃陵中学校

校舎

保原町字豊田1-1 P2 9

● ● ○ ○ ○ ○

グラウンド ● × ○ ○ ○

体育館 ● ● ○ ○ ○ ○

50 中瀬グラウンド 保原町中瀬字上松27-2 P2 3/P29 ● × ○ ○ ○

51 保原高等学校
グラウンド

保原町字元木2 3 P2 9
● × ○ ○ ○

体育館 ● ● ○* ○ ○ ○

52 保原小学校 保原町字弥生町15 P28/P29 ● ● × ○ ○ ○

53 大田小学校

校舎

保原町大泉字前原内111 P29

● ● ○* ○ ○ ○

グラウンド ● × ○ ○ ○

体育館 ● ● ○* ○ ○ ○

5 4 保原総合公園 保原町大泉字宮脇265 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

55 上保原小学校 保原町上保原字無苦代内11 P28 ● ● ○ ○ ○ ○

56 松陽中学校 保原町大柳字向山1 P35 ● ● ○ ○ ○ ○

57 柱沢小学校 保原町所沢字東畑10 0 P35 ● ● ○ ○ ○ ○

58 旧富成小学校
グラウンド

保原町富沢字羽山5 -3 P34/P35
● ○ ○ ○ ○

体育館 ● ● ○ ○ ○ ○

59 保原中央交流館 保原町字宮下111-4 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

60 保原市民センタ ー 保原町字宮下111-4 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

61 保原体育館 保原町字宮下111-4 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

62 保原ふれあいセンター 保原町字西町113 P28/P29 ● ● × ○ ○ ○

63 保原駅コ ミ ュニティ センタ ー 保原町字東野崎45 -9 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

6 4 保原第2体育館 保原町字10丁目17 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

65 産業振興会館 保原町字宮下111-2 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

6 6 富士通アイソテッ ク体育館 保原町字東野崎135 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

67 大田地区交流館 保原町大泉字前原内10 6 -1 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

N O . 名 称 補足 所 在 地 掲載頁
指定 

避難所
指定緊急
避難場所

福祉 
避難所

対象と する異常な現象の種類

洪水
土砂 
災害

地震
大規模な

火事

68 保原保健センタ ー 保原町大泉字大地内10 0 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

69 上保原地区交流館 保原町上保原字上ノ 原24 -1 P28 ● ● ○ ○ ○ ○

70 柱沢地区交流館 保原町所沢字東畑10 0 P35 ● ● ○ ○ ○ ○

71 富成地区交流館 保原町富沢字羽山8 P3 4/P35 ● ● ○ ○ ○ ○

72 認定こども 園大田 保原町大泉字前原内24 6 -1 P29 ● ● ○* ○ ○ ○

73 認定こども 園上保原 保原町上保原字上ノ 原22-1 P28 ● ● ○ ○ ○ ○

74 ファミ ーユ 保原町上保原字遍照原8 -8 P28/P34 ● ○ ○ ○ ○

75 ハッ ピー愛ランド ほばら 保原町字泉町1-1 P28/P29 ● ○* ○ ○ ○

76 プライムケア桃花林 保原町字岡代9 -1 P29 ● ○ ○ ○ ○

7 7 特定非営利活動法人ボネール 保原町字鉄炮町13 -7 P29 ● ○* ○ ○ ○

78 霊山運動広場 霊山町掛田字荷鞍廻1-4 P3 6 ● ○ × ○ ○

79 霊山総合福祉センタ ー 霊山町掛田字町田14 -5 P3 6 ● ● ● ○ × ○ ○

8 0 霊山中央交流館 霊山町掛田字西裏17 P36 ● ● ○ ○ ○ ○

81 霊山体育館 霊山町掛田字西裏17 P36 ● ● ○ ○ × ○

82 霊山地区交流館 霊山町大石字西舘73 P31/P37 ● ● ○ ○ ○ ○

83 石戸地区交流館 霊山町石田字宮下12-8 P41 ● ● ○ ○ ○ ○

84 小国地区交流館 霊山町上小国字腰巻7 P39 ● ● ○ ○ ○ ○

85 掛田小学校 霊山町掛田字高ノ上2 P36 ● ● ○ ○ ○ ○

86 霊山中学校

校舎

霊山町掛田字下川原30 P36

● ● ○ ○ × ○

グラウンド ● ○ ○ ○ ○

体育館 ● ● ○ ○ ○ ○

87 山野川ふれあいセンタ ー 霊山町山野川字根元35 -1 P30 ● ● ○ × ○ ○

88 旧大石小学校

校舎

霊山町大石字三ノ 輪27 P37

● ● ○ × × ○

グラウンド ● ○ × ○ ○

体育館 ● ● ○ × ○ ○

89 中川集落センタ ー 霊山町中川字丹鶴1 P37 ● ● ○* ○ ○ ○

9 0 泉原勤労者交流センタ ー 霊山町泉原字米田3 -3 P31 ● ● ○ ○ ○ ○

91 旧泉原小学校

校舎

霊山町泉原字米田5 P31

● ● ○ ○ × ○

グラウンド ● ○ ○ ○ ○

体育館 ● ● ○ ○ ○ ○

92 山戸田中央集会所 霊山町山戸田字宮下1 P37 ● ● ○* ○ ○ ○

93 石田小学校 霊山町石田字的場6 P41 ● ● ○ ○ ○ ○

9 4 下小国中央集会所 霊山町下小国字堀ノ 内1 P35/P39 ● ● ○ × × ○

95 小国小学校 霊山町下小国字中島26 -1 P35/P39 ● ● ○ ○ ○ ○

96 伊達の郷りょ う ぜん 霊山町下小国字桜町3 -1 P3 6/P4 0 ● ● ○ × ○ ○

97 孝の郷 霊山町掛田字明正寺21-1 P3 6 ● ○ ○ ○ ○

98 グループホーム掛田 霊山町掛田字西裏20 -1 P36 ● ○ ○ ○ ○

99 かけだの家 霊山町掛田字西裏20 -1  2 F P3 6 ● ○ ○ ○ ○

10 0 月舘学園 月舘町月舘字久保田1 P4 0/P4 6 ● ● ○ ○ ○ ○

101 旧役場跡地 月舘町月舘字殿ノ上39 P4 0/P41 ● ○ × ○ ○

102 すぱーく 月舘 月舘町糠田字舘山1 P4 6 ● ○ ○ ○ ○

103 布川児童遊園地 月舘町布川字若1-8 P41 ● ○ ○ ○ ○

10 4 旧月舘小学校

校舎

月舘町布川字西原6 P4 0/P41

● ● ○* ○ × ○

グラウンド ● × ○ ○ ○

体育館 ● ● ○* ○ × ○

105 月見舘森林公園 月舘町布川字大作田山1-1 P41 ● ● ○ ○ ○ ○

10 6
月舘中央交流館 月舘町月舘字ウルシ坊19 -1 P40/P41 ● ● × ○ ○ ○

月舘体育館 月舘町月舘字ウルシ坊19 -1 P40/P41 ● ● × ○ ○ ○

107 布川地区交流館 月舘町布川字宮ノ 前3 -4 P41 ● ● ○ × ○ ○

108 御代田地区交流館 月舘町御代田字古跡5 4 P40 ● ● ○ ○ ○ ○

109 御代田コミ ュニティ センタ ー 月舘町御代田字新堀ノ 内45 -1 P40 ● ● ○* ○ ○ ○

110 月舘総合支所 月舘町月舘字久保田5 P40 ● ● ○* ○ ○ ○

111 月舘認定こども 園 月舘町月舘字関ノ下8 -2 P4 0/P46 ● ● × ○ ○ ○

112 月舘保健福祉センタ ー 月舘町月舘字関ノ下12-1 P4 0/P46 ● ● ● × ○ ○ ○

113 月舘運動場 月舘町糠田字舘山1 P4 6 ● ○ ○ ○ ○

114 下手渡児童遊園地 月舘町下手渡字町1-1 P4 6 ● × × ○ ○

115 旧小手小学校 月舘町糠田字舘山10 P4 6 ● ● ○ ○ ○ ○

116 下手渡地区交流館 月舘町下手渡字町37 P4 6 ● ● ○* × ○ ○

117 つきだて花工房 月舘町下手渡字寺窪7 P4 6 ● ● ○ ○ ○ ○

118 星風苑 月舘町御代田字月崎山1-7 P4 0 ● ○ ○ ○ ○

119 く わの実 月舘町御代田字扶桑畑42-1 P4 0 ● × ○ ○ ○

○・ ・ ・ 使用可　 　 　 ×・ ・ ・ 使用不可　 　 　 　 　 　 ○*・ ・ ・ 災害の状況によっては使用不可の場合あり ○・ ・ ・ 使用可　 　 　 ×・ ・ ・ 使用不可　 　 　 　 　 　 ○*・ ・ ・ 災害の状況によっては使用不可の場合あり


